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この資料 は,日 本 自転車振興会か ら競輪収入

の一部であ る機械工業振興 資金の補助を受 けて

昭和57年 度に実施 した 「情報 システムの有効

利用方法体系化に関す る調査研究」の成果 の一

部 として とりまとめたもので あ ります。



調査の概 要

(1)調 査 の 目的

本 調査 は,情 報 シス テ ムの 有効 利用 を図 るた め の テ クニ カル ・ガ イ ドの

整 備 ・普 及 の一一環 と して コ ン ピュー タ ・ユーザ の実 態 を 踏 ま えた 実 践 的 な

手 引 書 を 作成す るた め,デ ー タ管 理 の実 施実 態及 び それ に 係わ る問 題 等 に

につ い て ア ン ケー トに よ り調 査 を 行 った もので あ る。

な お,こ こで 言 う"デ ー タ管理"と は,主 と して コ ン ピ ュー タに よ り組

織 内の各 種 デー タを効 率 的 に 利用 ・管 理 す るた め の様 々,な体 制,手 続 き,

技 術 的 な方 法 を総称 した もの で あ る 。 ・.

(2)調 査 対 象

本 調査 の対 象 は,主 と して1982年 版 「ユー ザ調 査 年 報 」(情 報 処理

学 会編)収 録 の コ ン ピ ュー タ ・ユ ー ザの うち,行 政 機 関 ・地 方 公 共 団 体 ・

コ ン ピ ュー タ ・メー カ ・ソフ トウ ェア を除 く600社 を任 意 に抽 出 した 。

(3)調 査 事 項

① デ ー タ管理 全 般 に つい て

・ コ ン ピ ュー タ化 の 現 状 と計 画

・デ デ一 夕の保 護

・ 文 書 化

・ その他

② デー タベ ー スに つ い て

・ デー タベー スの 運 用 ・管 理 面 にお け る現状 と計画

・ サ ポ ー トツール

③DD/DS(DataDictionary/DirectorySystem)に

つい て

一1一



・ 現 在使 用 中 のDD/DSの 概 要

・ 目的

・ 機 能'

・ そ の他

④ デ ー タ管 理 関連 ツ ール

⑤ コ ン ピ ュー タに よ って何 らか の 処 理が な され て い る文 字 ・文 書 ・文献

デ ー タ等 の 原 デー タの管 理 方法 に つ い て

・ 文 字 ・文 書 ・文献 デー タ

・ 図形 ・画像 デー タ

・ 音声 ・そ の 他 の デー タ

(4)調 査事期

昭 和57年9月

㈲ 回 収 状 況

ア ンケー ト送 付600社 の うち126社(21%)の 回 答 を得 られ た 。
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データ形態別保有状況

デ ー・夕 区 分

数 値 文字 ・文 書 ・文献 図 形 ・画像 その他(映亘[
」

本 社⊂ 98.4(122) 45.2(56) 258(32) 0.8(1)

'工 場

研究所

.

一ン ー二 三

48.4(60)
6.5

(8)
8」

(10)
・,!"
`""
`" 'ノ."

ノ.","

'
ノ
'
'
'

↓鵠29.8(37) 11.3
(14)
10.5
03)'

,、 、 、、

1'、 、 ・、1
`、 、 、1

■

支店 ・
営業所 452`56)

、N 、1

56

(?) 0.8(1>
N=124

庄 戊Oの 数字 は回答数,

Nは 回答社数

本社 における対象業 務別 デー タ保 有状況

デー.タ区 分

数 値 文字・文書・文献 図形 ・画像

経営 ・企画 デー タ

研 究開発データ

販売 ・官菜 デー タ

財務 データ

`、 、`,"・

1、 、、、、1,'"

調54.9(67)

,".'
1/","ノ

i1"!','/"

29,5(36)
16.4

(20)

13.9
(17)

'

F

,

1
,

`
1

=一 一 ～ 」
_こ こ一 、 ～一 一二_こごこ 一 、___
^一 、 一

.一一__⇒ 、 、 ～ 一 一=二 『二=ご 一 ー 一 、._一^
、 ∨、 、_ 、 一 ・ 、 一^一 、←こ一二 二 、.→、_

93,4(114)
23.0
(28)

9.o
(11)

i、
」'、

!',`
.''
,'

,フ/

,'

,'

'

95.9(117)
批 、、、)
'、
'、
'、`'、

ψ

人事 データ 92.6(113) 13.1
(16)

総 務データ 303(37) 139,
(17)

渉外 データ

ン ノ
ノノ 　 プ ノ

/'二"/

10.7
(13)b)

図形 ・画像

1.6(2)

N;122

注X)の 数字は回答数,

Nは 回答社数
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本社 におけ るデータベー ス保有状況
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本 社 に あ るデ ー

タベ ース個数
会社 数(N)

0 40

1～2 36

3～4 20

5～6 12

7～8 1

9～10 2

11～15 1

16～20 1

21～ 13

N=126社
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対象業務別 デー タベースの保有状況

＼ ミ的
業務種別

運 用 中 開 発 中 計 画 中

計画 管理 実施 その他 計画 管理 実施 その他 計画 鯉 実施 その他

経営 ・企画

デ ー タ

(24)

19 2 3

3 10 3 3 0 0 2 0 1
・

1 0 1

7 2 1

0 4 3. 0 0 2 0 0 0 1 0 0

販 売 ・営業

デ ー タ

(131)

117 7 7

4 43 47 23 1 4 1 1 0 2 ・1 4

財 務

デ ー タ

(39)

31 6 2
、

0 16 9 6 1 工 0 4 0 2 0 0

人 事
■

デ ー タ

(54)

37 7
.

10

0 22 12 3 0 4 1 2 1 7 0 2

総 務
デ ー タ

(4)-

4 0 0

0 3 1 0
.才0

0 0 0 0 0 0 0

渉 外

デ ー タ

(0)

0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

生 産

デ ー タ

(45)

34 4 7

0 11 10 13 1 2 0 1 1 2 3 1

文 献

デ ー タ

(.5)

3 1 1

0 0 1 2 0 1 0 0 0 1 0 0

そ の 他

(5)

4 1 0

0 2 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0
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デ ー タ規 模 別 デ ー タベ ー ス数

デ ータ規模

業務種別'

～

1万 件

～

5万 件

～

10万 件

～

50万 件
'

～100

万件未満

100万 件

以 上

経 営 ・企 画 デ ー タ 7 4 1 5 0 0

研 究 開 発 デ ー タ 2 2 0 2 0

,

0

販 売 ・営 業 デ ー タ 21 18 9 24 6 23

財 務 デ ー タ 9 8 2 3, 1 1

人 事 デ ー タ 17 10 3 3 0 0
ノ

総 務 デ ー タ 1 2 0 0 0 0

渉 外.デ ー タ 0 0 0 0 0 0

生 産 デ ー タ 8 10 0 8 2 2

文 献 デ ー タ 0 0 2 1 0 0

回 答98社

集中総括管理者の役割 管理的な要素

＼.%

項 目 1020
■

3040
」 ● ・

.

5P 6070
`1 『o

デ ータ ・ファイルの物理環境 の管理 853(8・]

フ ァイル運用の効率化 74フ(71川

各種運用標準(基 準)の 設定 747(71)1

フ ァイル要求の受付,割 当 73フ(70)1

オ ン ライ ン,TSS等 の シ ス テ ムの管 理 71β(68)1

通信回線の管理 66.3(63)1

各種計画 の立案(開 発計画,予 算計画,

要員 計画等)
516(49)

機密保護 レベルの設定 505(48川

フ ァ イル や デ ー タの 利用 に関 す る コン サ

ル テ ー シ ョン
463(44)1

データの内容 の管理 442(42)1

デ ータの利用の管理 42ユ(40)1
び

そ の 他 ]…(・)

N=95

注.)()の 数 字 は 回答 数,Nは 回答 社数
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集中総括管理者の役割一 技術的な要素

%

項 目
一-L「 一.

1020304050607080
``・`1``1

フ ァイル の バ ッ クア ップや リカバ リ 856(77)

フ ァイル構 造(デ ー タ ベ ース で あれ ば ス

キ ーマ,サ ブス キ ーマ等)の 設 計 600(54)

フ ァイル編成法 の選択(直 接編成,順 編

成,デ ータベ ース等)

「

589(53)

システムの効率評価 5ag(53)1

ア プ リケー シ ョン プ ログ ラムの設 計 544(49)1
フ ァ イル ・マ ジ メ ン ト ・シ ステ ム

(DNMS,IRS等 を 含 む)
44.4(40)

パ ス ワー ドの 付与

・

400(36)1.

デ ー タ ・デ ィ ク シ ョナ リ/デ ィ レク ト リ

の 作 成 ・管理
344(31)

r.

デ ータの暗号化
一
7β(7)『

そ の 他
].u(・)

N・・90注}()の 数字は回答数」Nは 回答社数

分担管理の内容

物理 的な管β|1
'

'

'

'
'

プアイル設計等 データ内物 理=:タ 利 川の什具ll

管理部門

開発部門

運用部門

ユーザ部門

/"ン'""「
,',',''"
',',"

",'" '

、
、 、
.
-、

、、
、、
、一

36・・(ω128・9・ ・ 23.7⑨ 39.5(15}

,',、-、'、 、

1'、 、 、 、^

!!、 、 、、 、 、 、 、
'、 、 、
.、 、

、
＼

9,

23.7(9)
189…34・

31.6(12) 31.6(12)

:、^、.10.5,'" 、'
}、 ＼ 、(4),!'
」 、',、'

,'
.'

""'「"`',''"" .

63.2{24}
}
31,6(12) 3L6(12}

i5ミ(2ら〆 ク"/'//
L',"'

13.2

(5)

、

57.9(22) 44.7(▲7)

'一'
'一'
',「
',

,'.,"

保守部・ 『
。、(1)

N=38

()の 数字は回答数,Nは

回 答社数
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データ管理体制 における問題点 ・課題

`

デ ータの有

利用 の不 十分

デ ータ管理 責任者の

不在(4)
23.

＼

1デ ータの機密保護
!が 十分になされて

いたい

＼

＼ノ

(3。)/

答数=61・ 回答社数58社

)()の 数字は回答数

!

・
,

・

^
}

」

、

`

デ ー タベ ー ス化 の意 志決 定 の ポ イ ン ト

%・
∨ ＼

項 目5101520 1.ll

‥ 処 理の嚇 性,使 いよさ 、2・4(・5一

オンライン・ンステムで使用す るか どうか'20'0(14

デ ータの一元化 ・共用化15.7(11)

データの一元管理129(9)1^

データの性質 ・構造1L4(8)

メ ンテナンス及 び リカバ リーの容易性10.π]

'デ ータの利用頻度8.6(6)

デ ータ、の重複性の排除7・1(5)

デ ータの保護7.1(5)

システムの柔軟性 舷 搬7.・(訓

㌘ 禦 ㌶ 雑 品 曇ケニショ ・・(・・
コス ト ・パ フォ ー マ ンス57(4)

発生デー雌 コ29(2)

ア ブ リヶーシ 。ンサ.ド の必要性 コag(2}

そ の 他2L4(15)

N=70

注)()の 数字は回答数,Nは 回答社数
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データベースの運用管理面 における現状の問題

%問題点
102030
`rl

運用 ・管理体制が不十分 19.7(12)

使用 す るデ ィス ク ・メモ リ等 コ ン ピュ ー
タ ・リソ ース の増 大' ・&・(・ ・)1

ア ク セス ・タイ ム,レ ス ポ ンス タイ ム等

の低 下 14.8(9)

データ構造 の変更が容易ではない 9β(6)

メ ン テナ ン ス に ロー ドが か か る 9。8(6)

バ ック ア ップに ロー ドが か か る
一66(4)

リ カバ リー(障 害 対 策)に ロー ドが か る

166(4)

DBの 設計に ロー ドがかか る 6.6(4)

運用管理作業の増大
コ ・・(・)

、

デ ータベ ースの有効利用推進
コ ・・(・1

デ ータ保護 の不十分
コ ・・(・)

デー・賄 定義用語・統一化 □ ・・…

そ の 他13・9(・9)1
1

N=61

注)()の 数字 は回答数,Nは 回答社数

デ ータベ ース運用管理面 におけ る今後の 計画

%
課 題

号 1
.q

1
」5 20

デ ータベース化の推進 208(5)

DD/DSの 導入 ・利用 16.7(4}
'1

デ ータベース管理者の育成 ・確保 125(3)1

デ ータ管理体制 の整備 ・充実 125(3)1

デ ータベース構造 の改善 ・向上 12.5(3)

デ ータの一元管理 12.5(3)

デー タ保護 8.3(2)

そ の 他 16.7(4) 1

4

」

2=N

9

釣Oの 数字ば固織Nは 回答綾



文字 ・文書 ・文献デ ータの原 データの蓄積保管 手段

%

蓄 積 ・保管手段 102030
1」` co 『o 『o

7080
rI

書 庫 ・キ ャ ビネ ッ トに保 管 80.0(48)

,

マ イ ク ロ フ ィ ル ム の マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ
.

33.3(20)

"ロ ー フ ィ ル ム 233(14)

〃 アパ チ ャ ー カー ド =]・3・(8)

そ の他 の マ イク ロフ ィル ム

.

]・ ・(・)

そ の 他 =]・ 仰(・6)

文 字 ・文 書 ・

N=60注1()の 数字は回答数,Nは 回答社数

文献 デ ー タの 原 デ ー タの コ ンゼ ユー タとのか か わ り

%

項 目 1020304050
1`1`1

コン ピ ュ ー タに文 字 ま た は画 像情 報 と し

て 記憶 させ て い る(た だ し,ワ ー ドプ ロ
セ ッサ以 外 の コ ン ピ ュー タ)

54.5(24}

索 引(イ ン デ ッ クス)情 報 が コン ピュ ー

タ によ って作 成 され て い る

4・⑨(・8)1

ワ ー ドプ ロゼ ッ サ に記憶 させ て い る

.

36.4(16)1

所在場所を示す データが コン ピュータに
よって管理されて いる

18.2(8)

検 索 装 置(マ イク ロフ ィル ム ピュ ー ワ等)

が コ ン ピュ ー タと オ ンラ イ ンあ る いは オ
フラインで 結 合 され て い る

13.6(6)

注)()の 数字は回答数,Nは 回答社数

図形 ・画像 データの蓄積 ・保管手段

蓄積 ・保管手段

%

10203040
1```

5060
1' 70 『o

書庫 キャビネ ットに保管
708(17)

`

マ イ ク ロ フ ィ ル ム の マ イ ク ロ フ ィ,ッ シ ュ 333(8)ト

〃 ロ ー フ ィ ル ム 20β(5)

〃 ア パ チ ャ ー カー ド 16.7(4)

一

VTR コ ・2(・)

その他 ll6.7(4)

N=24"

-10一

注)oの 数字 は回答数'Nは 回答社.数



デ ータの安全確保 のための対策 管理上の対策

～、-、 、、'
＼_
一%、 、、 、L

項 目 102030405060
・`1`1`

ファイル,記 憶媒体の分散保管 692(83)1

記憶媒体の二重化
・66

.7(80)1

コン ピュータ室 等,デ ー タ の あ る室 へ の入

室 者 テエック(磁 気 カ ー ド ・ガートヤ ン等)
55・(66[

1、

各 種手順(手 続)の 設定 と標準化の推進 525(63)

デ ータ保護規定等の制定 300(36)
.

そ の 他 コ聞8)

N=120注)()の 数字は回答数,Nは 回答社藪

データの安全確保のための対案 技術上 の対策
「

%

項 目 1; 2030
``

4050
'` 『o

.

7080
1.

ユ ーザに対するパス ワー ドの付与 800(76)1

端末装 置に対するパス ワー ドの付与 60.0(57)

フ ァ イル,デ ー タに対 す る パ ス ワー ドの

付与
358(34)

A

ス キ ーマ/サ ブス キ ー マの 利 用 1・79(・7) .

セ キ ュ リテ ィ ログ の利 用 コ 10.5(10)

セ キ ュ リテ ィ フ'ロフ ィ ール によ る ア ク セ

ス管 理
1

一

一
7.4(7)

DD/Dの 利用 『 コ63(・6)

デ ータの暗号化
]・ ・(・)

そ の 他 コ・2(・)

.

N'=95 注)()の 数字 は回答数,Nは 回答社数
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デ ータ管理台帳

/

/

/"
/

その他

・丁 霊 。 ・6・。?,)
は理 タ いる

作台12.
つ帳(6)

;.イ.の 。ンピ。.,＼
る

.ヒに]フ ァ イル と して 作 っ.

てい る ー

作成 管理のための

]二数 がわか らない

33.

(21)

帳票を利用 してい る

32,3{20)＼

曝 ㍊

デーータ管理台帳の内容がわか らない

N・=111

注)(〉 の数字 は回答数

Nは 回答社数

デー タ利用管理台帳

マ イ ク ロコ ン ピ ュ ータ ・オ フ ィス コン ビ ⇒一 夕等 で

これ に関 連 す る情 報 を管 理 して い る

5.0

うく活 .

ζw
理 帳票を利肌 ている ＼
A45.0(18)

帳

は メイン コン ピュータ上

;曝 駕籠
＼
＼る37.7㊨ 鞘'・

の回答がわ/×(40)
・りない

〉/＼

「、、
、、

＼

/作 成.管 理 のた め の上 敷 が

42.4(28)

ベ ー_//

/一 一

＼ ＼

＼ 、 ＼

二＼、

＼ ＼

臓 全・・… ＼余
命

47・0(31)管

竃＼ ＼ 山
つ

ツ三/
//62.3/

c66)/■

/!'N
=106

注)()の 数字は回答数,

Nは 回答社数
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データ管理のための標準的 な手続 を規定 した ドキュメ ン ト

%

項 目 1020304050601}|`tI

パ ッ クア ッ7:手 順 書 64,9(63)1

リス タ ー ト及 び リカバ リ手 順 書 577(56)1

ア プ リケー シ ョ ンフ'ロ グ ラムの 作 成 に 関

す る手順 書

㍉
557(54)

ファイルの使用あるいは変更 に関す る手

順 書
46.4(45)

・デ ー タの ア ク'セス及 び操作 の手 順 書 44.3(43)

.

パスワード及びユーザ識別子 の付与手順書 23.7(23)

ファイルのテス トに関す る手順書 1134(13)
ファイルのパフォ ーマンス測定 に関す る

手順書 ]・ ・(・)

そ の 他 コ2ユ(2)

N=97

注}()の 数字は回答数,Nは 回答社数

データの有効利用の ため に行 っている標準化

%

標準化項目

'

102030405060708090

`1■Il`lI`

・デ ー タ コ ー ドの標 準化

〔部 門 コ ー ド,各 種 処理 コ ー ド,商 品 コ ー ド等 〕
903(93)}

フ ァイ ルの 標 準化

〔 ラベ ル,フ ァイ ル式,フ ァイ ル編 成 等 〕
レ

84,5(87)1

フ ァイル(D運 用管理方法 の標準化

〔デ ータの保護,各 種手順等)
58.3(60)1

デ ータの利用 に係 わるソフ トウエアの作成方法.

に関する標準化

〔言語 の限定,デ ータチ ェック方法の指定等 〕

583(・o)1

媒 体 の標 準 化
・ 〔テ ープ の大 き さ,フ ロー ピ ーデ ィス ク の タ イ

プ ・マ イク ロフ ィル ムの タ イプ等 〕

47万(49)1

デ ー タの標 準 化

〔 デ ー タ タイ プ とそれ に応 じた長 さ,内 部 コ ー
ド 〈JIS,Ascn等 〉単 位,制 度 等 〉

398(41)1

フ ァイルの設計方法 の標準化
〔データベ ースであればSDDM,第3規 形法

等 〕

330(34)1

N=103注)(}の 数字 は回答数,Nは 回答社数

一13一



データ管理全般に関す る今後の課題

%

課 題' 5'101520
1`:`

デ ー・タ管 理 の方 法 ・体 制 222(10)1

データ保護対策200(9)

デ ータベースの構築13.3(6)

データの一元管理(標 準化含む)133(6)

デ ータ量 の増加に対する対応方法 11ユ(5)

デ ータの保管方法 8.9(4)

エ ン ド・ユーザに対 す る データ利 用 の推 進 89(4)1

DD/DSの 導入 ・利用 8.94

そ の 他 222(1・)1

N==45

注}()の 数字は回答数,Nは 回答社数

一14一
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